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火災、救急件数 

平成16年11月分 

遠賀郡消防本部 

遠賀町　　　 ０ 
郡　内　　　 ０ 

遠賀町　　　40 
郡　内　　  271

火　　災 

救急出動 

火 災 案 内 

編 

後 

記 

集 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
取
材
で
お
世
話
に

な
っ
た
皆
さ
ん
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
「
広
報
お
ん

が
」
を
ご
愛
読
し
て
い
た
だ
い
た
住

民
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

早
い
も
の
で
、
広
報
担
当
に
な
り

９
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
初
め
は
、

写
真
を
撮
っ
て
も
ピ
ン
ボ
ケ
ば
か
り

で
”紙
面
に
使
え
る
も
の
が
な
い
！
“と

青
ざ
め
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
記
事

を
書
い
て
も
ダ
ラ
ダ
ラ
と
長
く
な
り
、

要
点
を
得
て
い
な
い･･･

。
”
才
能
な

い
な
ー
“
と
思
い
悩
ん
だ
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
周
囲
の

人
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
ご
愛
読
し
て
い

た
だ
い
た
人
の
励
ま
し
の
言
葉
が
す

ご
く
力
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
、
少
し
ず
つ
で
す
が
成

長
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
人
と
人

と
の
”
ふ
れ
あ
い
“
っ
て
本
当
に
大
切

な
ん
で
す
ね
。 

 

今
年
も
『
楽
し
く
見
や
す
い
広
報

紙
』
を
目
指
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
と
の
”
ふ
れ
あ
い
“
を
大
事
に
し

な
が
ら
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

も
し
取
材
先
で
見
か
け
る
こ
と
が
あ

っ
た
ら
、
ど
う
ぞ
最
高
の
笑
顔
を
お

願
い
し
ま
す
。
最
高
の
シ
ョ
ッ
ト
で

お
応
え
し
ま
す
。
　
　
　
　
（
け
ん
） 

　ふれあいの里で12月５日に健康・福祉まつりが開催されました。ふれあい

の里内に設けられたイベント会場では沖縄エイサーやアフリカンミュージッ

ク、猿まわしなどが行なわれ、大勢の観客を楽しませていました。また、大

広間では歌や踊り、劇などのアトラクション、その他の部屋でもおもちゃ病

院、健康診断などいろいろな催しがありました。 

 健康・福祉まつりは、人権週間と障害者週間に合わせて開かれ、楽しさと

一緒に健康や福祉の大切さを教えてくれます。 

平
成
十
七
年

平
成
十
七
年 

平
成
十
七
年

平
成
十
七
年 

平
成
十
七
年 

健康・福祉まつり 
遠賀町のホームページアドレス遠賀町のホームページアドレスhttp://www.town.onga.fukuoka.jphttp://www.town.onga.fukuoka.jp遠賀町のホームページアドレスhttp://www.town.onga.fukuoka.jp

平
成
15
年
12
月
20
日
生
 

井
上
結
莉
子
 

 

い
の 

う
え
　
ゆ
　  

り
　  

こ 

ち
ゃ
ん 

（
今
古
賀
）
 １歳の誕生日おめでとう！ 

いつも笑顔を忘れないでネ！ 
パパより…君を一生放さない！ 

平
成
14
年
１
月
13
日
生
 

井
上
　
息
吹
 

 

い
の 

う
え
　
　 

い
ぶ 

き 

ち
ゃ
ん 

（
今
古
賀
）
 ３歳の誕生日おめでとう！ 

明るく、元気に妹思いのお
兄ちゃんになって下さいネ！ 

平
成
16
年
１
月
21
日
生 

杉
山
　
優
芽
 

す
ぎ
や
ま
　
　 

ゆ 
 

め 

ち
ゃ
ん 

（
田
園
南
）
 いつまでも、元気いっぱい、

笑顔いっぱいのゆめでいて
ね。 

平
成
14
年
１
月
６
日
生 

大
森
　
悠
矢
 

お
お
も
り
　
　
ゆ
う 

や 

ち
ゃ
ん 

（
鬼
津
）
 ゆう君、お誕生日おめでと

う！これからも明るく、元
気に育ってね。 

Happy Birthday おたんじょうびおめでとう 

●と　き　２月26日（土）［開場］午後１時～ 

　　　　　　　　　　　　［開演］午後２時～４時 

●ところ　なかまハーモニーホール 

●出　演　大庭照子さん（ＮＰＯ日本国際童謡館館長）

　　　　　ほか 

●内　容　童謡と絵本（ブラックパネルシアター）の読

　　　　　み聞かせコンサート 

●費　用　無料 

●申し込み方法　往復はがきに住所、氏名、電話番号を

　記入して、事務局まで申し込みください。１枚で２人

　申し込めます。（応募者多数の場合は抽選） 

●締め切り　１月25日（火）※当日消印有効 

●申し込み・問い合わせ 

 〒８０９－０００３ 中間市上底井野1652 

 大庭照子童謡コンサート事務局 

 　０９３（２４４）５５２６ 

水
道
管
に
も 

冬
支
度 

～童謡と絵本世界で楽しいひと時を～ 

　　　潟県中越地震で苦しんでいる人たちに何か手助けで
きることはないか･･･。浅木小学校の児童たちが、少しで
も地震で被災した人たちを元気づけられたらと、児童会で
話し合い、募金活動と励ましのお手紙活動を行ないました。 
　児童会で集められた募金と励ましの言葉が綴られたお手
紙は、12月７日児童会の代表者が役場を訪れ、町長に手
渡しました。あずかった募金とお手紙は、日本赤十字社を
通じ新潟県に届けてもらいます。子どもたちの温かい気持
ちは被災された人たちにきっと届くことでしょう。 

新 

心のこもった贈りもの 
　　　　　　 浅木小学校が新潟県中越地震募金活動 

　
ご
家
庭
に
あ
る
露
出
し

た
水
道
管
や
浅
い
所
に
埋

め
て
あ
る
水
道
管
、
太
陽

熱
温
水
器
な
ど
は
、
冬
の
寒
さ
で
凍
結
し

て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
ひ
ど
い
と
き

に
は
破
損
し
た
り
し
ま
す
。 

　
水
道
管
は
市
販
の
保
温
チ
ュ
ー
ブ
や
布

な
ど
で
保
護
を
し
て
凍
結
し
な
い
よ
う
に
し
、

太
陽
熱
温
水
器
は
事
前
に
水
を
抜
く
な
ど
、

早
め
に
冬
支
度
を
し
ま
し
ょ
う
。 

●
問
い
合
わ
せ 

　
中
間
市
水
道
局
遠
賀
営
業
所 

　
　
（
２
９
３
）
１
２
３
４ 

福岡県青少年アンビシャス運動支援の会助成事業 

大庭照子夢と心育てる 
　　　  コンサートinなかま 

■お詫びと訂正■ 
　広報おんが12月25日号に掲載の記事に誤りがありました。お詫び
して訂正します。 
 ■P.５　都市計画の変更案の縦覧 
 　誤　●とき　平成17年１月７日（金）～１月21日（金） 
 　正　●とき　平成17年１月12日（水）～１月26日（水） 

１月10日は 「110番の日」 
緊急時　あわてず　あせらず １１０番 

ご相談　ご要望　　　　 ＃９１１０番 



23

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
町
政
に
ご
理
解
と
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
国
内
に
お
い
て
は
度
重
な
る
台
風
の
上
陸
、
震
度
７
を

記
録
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
、
児
童
を
狙
っ
た
卑
劣
な
事
件
や
ダ
イ
エ
ー
の

自
主
再
建
断
念
、
世
界
的
に
も
イ
ラ
ク
で
の
邦
人
殺
害
や
進
展
の
な
い
北
朝

鮮
拉
致
問
題
な
ど
暗
い
話
題
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
は
日
本
が
金
16
、
銀
９
、
銅
12
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
快
挙
を
遂

げ
、
ま
た
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
は
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
２
６
２
本
の
年
間
最

多
安
打
を
達
成
す
る
な
ど
、
私
達
に
夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
出
来
事
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
大
き
な
活
力
と
な
り
、
自
信
に
つ
な
が

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
も
ご
存
知
の
と
お
り
、
国
は
三
位
一
体
の
改
革
を
推
し
進
め
、
地
方

自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
遠
賀
郡
合
併
も
白
紙
に
戻
り
、
今
後
は
遠
賀
町
独
自
で
他

市
町
村
に
負
け
な
い
町
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う

し
た
中
、
就
任
以
来
、
防
犯
や
青
少
年
育
成
・
福
祉
教
育
な
ど
多
く
の
住
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
地
域
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
、
多

大
な
安
全
安
心
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
我
が
町
遠
賀
町
を

住
み
良
い
町
に
す
る
た
め
に
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
交
通
手
段
の
な
い
地
域
へ
の
支
援
対
策
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
開
始
、
野
菜
づ
く
り
を
通
し
て
交
流
を
図
る
ふ
れ
あ
い
農
園
の

オ
ー
プ
ン
、
田
園
北
・
南
地
区
、
鬼
津
・
尾
崎
・
別
府
の
一
部
に
住
居
表
示

の
実
施
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
導
入
、
子
育
て
支
援
、
国
や
県
の
事
業
に

お
け
る
社
会
基
盤
整
備
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、

な
に
よ
り
も
遠
賀
町
ら
し
さ
を
持
ち
続
け
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
豊
か
で
実
り
あ
る
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
願
い
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て

�
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
十
七
年
元
旦

遠
賀
町
長 木

　
村
　
隆
　
治 

　
皆
さ
ん
に
と
っ
て
２
０
０
４
年

は
ど
ん
な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
も
遠
賀
町
で
は
い
ろ
ん
な
イ

ベ
ン
ト
や
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
２
０
０
４
年
を
ち
ょ
っ
と

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

今
年
も
皆
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と 

　
　
　
ふ
れ
あ
い
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

ダイジェスト ダイジェスト ダイジェスト 

レンゲファーム 

おんがレガッタ 

春 春 

プール開き 

夏まつり 

稲刈り 

つり大会 

人権まつり 

健康・福祉まつり 

秋 秋 夏 夏 冬 冬 
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　このような人は確定申告をすれば源泉徴収された所得税が戻ることが

あります。 

　年末調整が済んで確定申告の必要がない人でも、申告をすれば源泉徴

収された所得税が戻ってくる場合があります。申告で節税しましょう。 

●マイホームをローンで取得した人 
●多額の医療費を支払った人 
●中途退職して年末調整を受けていない人 
●災害などを受けた人 

● ● ● ● ● 住宅借入金等特別控除の要件 ● ● ● ● ● 
◇新築した場合 
 1.住宅取得後６か月以内に入居し、引き続き住んでいる 

　2.住宅の床面積（登記面積）が50㎡以上 

　3.床面積の２分の１以上が自分の居住用 

 4.控除を受ける年の所得金額が３千万円以下 

　5.民間の金融機関や住宅金融公庫などの住宅ローンなどを利用している 

 6.ローンの返済期間が10年以上で、月賦のように分割して返済している 

◇中古住宅を購入した場合（1.～6.に加えて） 
　7.取得した家屋が建築後20年以内（耐火建築物については25年以内）で、建築後に

　  使用されたことがある 

◇増改築した場合（1.～6.に加えて） 
　8.増築、改築、大規模の修繕・模様替えの工事で、一定の証明がされているもので、

　  工事費用が100万円を超えている 

 9.自分の居住用部分の工事費が総額の２分の１以上 

マイホームをローンで取得したときは 住宅借入金等特別控除 

　住宅ローンなどを利用してマイホームを新築・購入・増改築などをしたときや、中古住宅を購入したとき

には、下記の要件に当てはまれば住宅借入金等特別控除を10年間受けられます。なお、サラリーマンは１年

目に確定申告をすれば、２年目からは年末調整で済みます。 

※入居年月日が平成13年6月30日以前の場合は、控除額の計算方法や控除を受けるための要件が異なる場合

　があります。 

※入居した年とその年の前後２年以内に譲渡所得の課税の特例（３千万円の特別控除、買換え・交換の特例

　など）を受けた場合は、この控除を受けることができません。 

 

◆必要なもの 
▽新築・中古住宅を購入した場合 

　①平成16年分の源泉徴収票 

　②世帯全員の住民票の写し（平成17年１月１日以後発行したもの） 

　③住宅取得資金の借入れ金額の年末残高などの証明書 

　④家屋の登記簿謄（抄）本または事項証明書（法務局で発行） 

　⑤家屋の取得年月日、取得価額、増改築の年月日、増改築の費用がわかる書類の写し（請負契約書や売買

　　契約書など） 

　⑥印鑑（認印） 

　⑦振込先の金融機関・口座番号（申告者本人名義のもの） 

▽増改築した場合（上記①～⑦に加えて） 

　⑧建築確認通知書か、検査済証の写し、または建築士にもらった増改築等工事証明書 

▽同時に土地の控除も受ける場合（上記①～⑦に加えて） 

　⑨敷地の登記簿謄（抄）本（法務局で発行） 

　⑩敷地の取得年月日・価格などがわかる書類（分譲に係る契約書など） 

多額の医療費を支払ったときは 医療費控除 

　病気やけがなどで多額の医療費を支払った場合は医療費控除が受けられます。 
 ただし、美容整形や健康診断の費用、疾病予防や健康増進のための医薬品や健康食品
の購入費用などは含まれません。 
 
◆必要なもの 
 ①平成16年分の源泉徴収票 
 ②支払った医療費の領収書（平成16年１月１日～平成16年12月31日までの領収日付の
　　あるもの） 
 ※寝たきりのためのおむつ代は、要介護認定により役場福祉課が発行した証明書、ま
　　たは医師の「おむつ使用証明書」が必要です。 
 ③保険などで補てんされた場合、金額がわかる書類など（生命保険などで補てんされ
　　たものも含む） 
 ④印鑑（認印）　⑤振込先の金融機関・口座番号（申告者本人名義のもの） 
 ※医療費の内訳と、領収書の合計金額を内訳書に記入しておいてください。（内訳書は
　　役場税務課にあります） 
 ※介護保険法により施設入所した分の医療費控除を受ける場合は、要介護認定などの
　　書類を提出してください。 

年の途中で中途退職し、年末調整を受けていないなら 確定申告で精算 

災害などを受けたときは 

　平成16年中に中途退職し、年末調整を受けていない場合、確定申告をして所得税の精
算をする必要があります。精算をすれば、給与から引かれていた源泉徴収税額が戻るこ
とがあります。 
 
◆必要なもの 
 ①平成16年分の源泉徴収票 
 ②社会保険料・生命保険料・損害保険料などの控除証明書 
 ③印鑑（認印）　④振込先の金融機関・口座番号（申告者本人名義のもの） 

雑損控除 

　風水害・火災・震災・落雷などの自然災害、盗難または横領などで損失を受けた場合
は雑損控除が受けられます。 
 
◆要件 
　1.生活に通常必要な資産（住宅・家財など）の損失 
　2.損失の金額が所得合計金額の10％以上（災害関連支出は５万円以上） 
 
◆必要なもの 
　①平成16年分の源泉徴収票 
　②損害を受けた原因がわかる書類（罹災届、盗難届の写しなど） 
 ③損失額の明細書と領収書　④保険などで補填された金額がわかる書類 
 ⑤印鑑（認印）　⑥振込先の金融機関・口座番号（申告者本人名義のもの） 
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注意！ 

 平成16年中に支払った国民年

金納付額を社会保険料控除にす

る場合は、必ず領収書（口座振

替の人は領収済通知書）を持参

してください。 

 ２月16日（水）から始まる確

定申告の日程などは、広報１月

25日号でお知らせします。 

◆問い合わせ 

 若松税務署 

 �０９３（７６１）２５３６ 

 役場税務課 

 �（２９３）１２３４ 

 

 

 

 

 免税事業者の人で、新たに平

成16年分の課税売上高が1,000

万円を超えた場合、平成18年分

から課税事業者となりますので、

「消費税課税事業者届出書」を

速やかに、若松税務署長に提出

する必要があります。 

●問い合わせ 

 若松税務署 

　個人課税第一部門 

 　０９３（７６１）２５３７ 

消費税課税 
事業者届出書の提出 
…個人事業者の皆さんへ… 

Ａ その年中に支払った医療費 
Ｂ 保険金などで補填される金額 
Ｃ 10万円または所得額の５％ 
　　のどちらか少ない金額 

医療費控除額の計算方法 

控除額＝Ａ－Ｂ－Ｃ 

（最高200万円） 
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　年末調整が済んで確定申告の必要がない人でも、申告をすれば源泉徴

収された所得税が戻ってくる場合があります。申告で節税しましょう。 

●マイホームをローンで取得した人 
●多額の医療費を支払った人 
●中途退職して年末調整を受けていない人 
●災害などを受けた人 

● ● ● ● ● 住宅借入金等特別控除の要件 ● ● ● ● ● 
◇新築した場合 
 1.住宅取得後６か月以内に入居し、引き続き住んでいる 

　2.住宅の床面積（登記面積）が50㎡以上 

　3.床面積の２分の１以上が自分の居住用 

 4.控除を受ける年の所得金額が３千万円以下 

　5.民間の金融機関や住宅金融公庫などの住宅ローンなどを利用している 

 6.ローンの返済期間が10年以上で、月賦のように分割して返済している 

◇中古住宅を購入した場合（1.～6.に加えて） 
　7.取得した家屋が建築後20年以内（耐火建築物については25年以内）で、建築後に

　  使用されたことがある 

◇増改築した場合（1.～6.に加えて） 
　8.増築、改築、大規模の修繕・模様替えの工事で、一定の証明がされているもので、

　  工事費用が100万円を超えている 

 9.自分の居住用部分の工事費が総額の２分の１以上 

マイホームをローンで取得したときは 住宅借入金等特別控除 

　住宅ローンなどを利用してマイホームを新築・購入・増改築などをしたときや、中古住宅を購入したとき

には、下記の要件に当てはまれば住宅借入金等特別控除を10年間受けられます。なお、サラリーマンは１年

目に確定申告をすれば、２年目からは年末調整で済みます。 

※入居年月日が平成13年6月30日以前の場合は、控除額の計算方法や控除を受けるための要件が異なる場合

　があります。 

※入居した年とその年の前後２年以内に譲渡所得の課税の特例（３千万円の特別控除、買換え・交換の特例

　など）を受けた場合は、この控除を受けることができません。 

 

◆必要なもの 
▽新築・中古住宅を購入した場合 

　①平成16年分の源泉徴収票 

　②世帯全員の住民票の写し（平成17年１月１日以後発行したもの） 

　③住宅取得資金の借入れ金額の年末残高などの証明書 

　④家屋の登記簿謄（抄）本または事項証明書（法務局で発行） 

　⑤家屋の取得年月日、取得価額、増改築の年月日、増改築の費用がわかる書類の写し（請負契約書や売買

　　契約書など） 

　⑥印鑑（認印） 

　⑦振込先の金融機関・口座番号（申告者本人名義のもの） 

▽増改築した場合（上記①～⑦に加えて） 

　⑧建築確認通知書か、検査済証の写し、または建築士にもらった増改築等工事証明書 

▽同時に土地の控除も受ける場合（上記①～⑦に加えて） 

　⑨敷地の登記簿謄（抄）本（法務局で発行） 

　⑩敷地の取得年月日・価格などがわかる書類（分譲に係る契約書など） 

多額の医療費を支払ったときは 医療費控除 

　病気やけがなどで多額の医療費を支払った場合は医療費控除が受けられます。 
 ただし、美容整形や健康診断の費用、疾病予防や健康増進のための医薬品や健康食品
の購入費用などは含まれません。 
 
◆必要なもの 
 ①平成16年分の源泉徴収票 
 ②支払った医療費の領収書（平成16年１月１日～平成16年12月31日までの領収日付の
　　あるもの） 
 ※寝たきりのためのおむつ代は、要介護認定により役場福祉課が発行した証明書、ま
　　たは医師の「おむつ使用証明書」が必要です。 
 ③保険などで補てんされた場合、金額がわかる書類など（生命保険などで補てんされ
　　たものも含む） 
 ④印鑑（認印）　⑤振込先の金融機関・口座番号（申告者本人名義のもの） 
 ※医療費の内訳と、領収書の合計金額を内訳書に記入しておいてください。（内訳書は
　　役場税務課にあります） 
 ※介護保険法により施設入所した分の医療費控除を受ける場合は、要介護認定などの
　　書類を提出してください。 

年の途中で中途退職し、年末調整を受けていないなら 確定申告で精算 

災害などを受けたときは 

　平成16年中に中途退職し、年末調整を受けていない場合、確定申告をして所得税の精
算をする必要があります。精算をすれば、給与から引かれていた源泉徴収税額が戻るこ
とがあります。 
 
◆必要なもの 
 ①平成16年分の源泉徴収票 
 ②社会保険料・生命保険料・損害保険料などの控除証明書 
 ③印鑑（認印）　④振込先の金融機関・口座番号（申告者本人名義のもの） 

雑損控除 

　風水害・火災・震災・落雷などの自然災害、盗難または横領などで損失を受けた場合
は雑損控除が受けられます。 
 
◆要件 
　1.生活に通常必要な資産（住宅・家財など）の損失 
　2.損失の金額が所得合計金額の10％以上（災害関連支出は５万円以上） 
 
◆必要なもの 
　①平成16年分の源泉徴収票 
　②損害を受けた原因がわかる書類（罹災届、盗難届の写しなど） 
 ③損失額の明細書と領収書　④保険などで補填された金額がわかる書類 
 ⑤印鑑（認印）　⑥振込先の金融機関・口座番号（申告者本人名義のもの） 
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注意！ 

 平成16年中に支払った国民年

金納付額を社会保険料控除にす

る場合は、必ず領収書（口座振

替の人は領収済通知書）を持参

してください。 

 ２月16日（水）から始まる確

定申告の日程などは、広報１月

25日号でお知らせします。 

◆問い合わせ 

 若松税務署 

 �０９３（７６１）２５３６ 

 役場税務課 
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 免税事業者の人で、新たに平

成16年分の課税売上高が1,000

万円を超えた場合、平成18年分

から課税事業者となりますので、

「消費税課税事業者届出書」を

速やかに、若松税務署長に提出

する必要があります。 

●問い合わせ 

 若松税務署 

　個人課税第一部門 

 　０９３（７６１）２５３７ 

消費税課税 
事業者届出書の提出 
…個人事業者の皆さんへ… 

Ａ その年中に支払った医療費 
Ｂ 保険金などで補填される金額 
Ｃ 10万円または所得額の５％ 
　　のどちらか少ない金額 

医療費控除額の計算方法 

控除額＝Ａ－Ｂ－Ｃ 

（最高200万円） 
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　　　を通じてもたらされる漂着物はこれまで単なる「ゴミ」と考え

られていましたが、最近歴史や民俗、環境問題を知るうえで人々の関

心が高まってきています。そうした中、11月28日遠賀町立図書館で

石井忠さん（漂着物研究家）を招き、「玄海灘、響灘、遠賀川･･･水が

つなぐ土地と時代」～漂着物からみえるもの～と題し、講演が行なわ

れました。 

　講演では、椰子の実、貝類、食物、外国のビン・カン・おもちゃな

ど実際に手にとって漂着物のエピソードを語ってもらいました。参加

者は漂着物の歴史に思いをはせ、興味深い話に耳を傾けていました。 

漂着物は歴史を語ります 
　　　　　　　　　　　　　　図書館2004　秋の講演会 

人権とは他人の心を大切にすること 
　　　  　　　　　　　　　　　　　　 おんが人権まつり 

12
 

力士のついたお餅はいかが？ 
　　　　　　　　　　　　　　静光園の餅つき 

　　　元気の源、おんが・中間の恵み～、と題して11月21日、芦屋ボ

ートレース場で遠賀・中間地区農業祭が開催されました。今年は度重

なる台風の影響で野菜の値が上がっている中、新鮮で安い野菜を求めて、

駐車場を埋め尽くすほどの来場者がありました。 

 今年は「巻き寿司チャレンジ」というイベントもあり、100人が横

一列に並んで遠賀産米を使った長さ50メートルの巻き寿司作りに挑戦

しました。２列になり２回に分けて行なわれたこの挑戦、延べ400人

が参加して、合図と共に全員が呼吸を合わせて巻きます。慎重に巻き

すをはずして･･･、見事完成！一斉に歓声が沸きました。その後はそれ

ぞれ自分の手前の巻き寿司を切りとり持ち帰ることに。遠賀産米の巨

大巻き寿司の味は、完成した喜びも手伝ってさぞおいしいことでしょう。 

見事完成しました！50メートル巻き寿司 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 遠賀・中間地区農業祭 

　　　学童の子どもたちと保護者による、学童まつりが11月21日に行なわれました。 

　焼きそばやカレーなどの食べ物コーナー、いろんなゲームコーナー、家庭用品バザ

ーなど学童保育所に通っているみんなで準備した手作りのまつりです。一般のお客さ

んもたくさん訪れ、みんなたくさん食べて、たくさん遊んで、いっぱい笑いました。 

南 

～
 

北 

多くの皆さんの協力のおかげです 
　遠賀北学童保育クラブ設立20周年記念パーティー 

　　　学童保育の設立20周年記念パーティーが11月

19日、遠賀コミュニティセンターで開催されました。 

　当日は、設立当時に尽力された人たちや20年の間

に北学童を支えてきた人たちが大勢来賓として招かれ、

設立当初からのことを思い出深く話していました。 

　余興では現在学童保育所に通っている子どもたち

がみんなで合唱を披露し、それから卒業生も加わっ

ての大合唱となりました。卒業生の顔はなつかしい

故郷に帰ってきたかのようなおだやかな表情でした。 

　みんな地域や周囲の人に支えられ、育てられてい

ることを実感した、とてもステキなパーティーでした。 

明るい笑い声が絶えません 
　　　　　　　　　　　遠賀南学童まつり 

　　　い遠い北の国から、12月７日サンタさんがわんぱく教室にやってきました。

サンタさんはわんぱく教室に遊びにきてくれたよい子たちにプレゼントを持っ

てきてくれました。大きな袋から一人ひとりにプレゼントを手渡すと、子ども

たちはみんな目を輝かせながら笑顔で受け取っていました。「みんなよい子にし

ていたら、来年もまたくるからねー♪」サンタさんはそう言って、トナカイさ

んと北の国へ帰っていきました。みんな来年もサンタさんに会えるといいね。 

遠 

よい子のところにはサンタさんがやってきます！ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わんぱく教室クリスマス会 

 

　　　権週間（毎年12月４日～10日）に合わせて、おんが人権まつりが12月４日、遠賀コミュニティセンターで開催

されました。まつりでは、「学習障害児」といわれる健志君と両親で活動している「健ちゃんバンド」によるコンサート、

江森陽弘さん（ジャーナリスト）を迎えての講演、中学生による人権作文の発表などがありました。 

　江森さんの講演では、男女差別から部落差別の問題まで幅広く取り上げ、新聞記者時代のエピソードを交え、わかり

やすく人権とは何かを語ってくれました。最後は学生時代から吹いているというハーモニカ演奏も披露し、会場を大い

に沸かせました。 

人 

海 

たけ  し たけ 

　　　月２日に養護老人ホーム遠賀静光園で餅つきが行

なわれました。毎年、静光園では消防署の若手職員が参

加して餅つきを行なっていますが、今年は式守親方（元

小結大潮）率いる式秀（しきひで）部屋の力士三人も参

加してくれました。参加した力士は千昇（せんしょう、

モンゴル出身）、大河（たいか、モンゴル出身）、天龍山（て

んりゅうざん、茨城出身）の三力士。モンゴルとの国際

交流を図る目的で実現しました。彼らが餅をつき始めると、

もち米が瞬く間にお餅に変わっていきます。それを施設

のお年寄りが形を整え、鏡餅やきなこ餅、おろし餅など

に仕上げました。三力士とも遠賀町は初めて訪れたそう

ですが、ぜひまた遊びに来たいと話していました。 
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読
者
の
皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
!!!
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
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今
年
は
ト
リ
年
、
昨
年
は
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
鳥
受
難
の
年
で
あ
っ
た

が
今
年
は
ど
ん
な
鳥
た
ち
も
元
気
に
羽

ば
た
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
。（
エ
ッ
？
！

そ
う
い
う
意
味
じ
ゃ
な
い
の
？
） 

　
さ
て
、
私
の
お
正
月
は
今
年
も
相
変

わ
ら
ず
で
あ
る
。
正
月
は
義
弟
一
家
が

や
っ
て
来
て
、
二
泊
三
日
す
る
の
が
恒

例
。
彼
の
二
人
の
子
ど
も
た
ち
は
９
歳

と
４
歳
だ
が
、
い
ま
だ
に
私
の
顔
を
見

る
と

”ガ
イ
ジ
ン
“
と
言
っ
て
半
ベ
ソ

で
逃
げ
る
。
私
が
二
階
の
自
分
の
部
屋

に
引
き
こ
も
る
と
、
彼
ら
は
急
に
元
気

に
な
り
、
ウ
チ
の
娘
た
ち
と
家
中
を
走

り
回
り
大
さ
わ
ぎ
が
始
ま
る
。
階
下
か

ら
は
、
子
ど
も
た
ち
の
活
気
、
義
母
の

ば
か
笑
い
（
い
や
、
大
笑
い
）
、
義
弟

た
ち
の
楽
し
そ
う
な
話
し
声
が
聞
こ
え

て
く
る
。
た
ま
に
下
に
降
り
る
と
、
彼

ら
は
急
に
静
か
に
な
る
。
空
気
を
察
知

す
る
の
が
得
意
な
長
女
は 

「
パ
パ
、
こ
こ
は
う
る
さ
い
わ
よ
。
パ

パ
は
う
る
さ
い
の
嫌
い
だ
も
の
ね
ぇ
。

さ
あ
、
二
階
に
あ
が
っ
て
、
あ
が
っ
て
」 

と
気
ま
ず
そ
う
に
私
の
背
中
を
押
す
の

で
あ
る
。 

「
ハ
ハ
ハ
そ
う
だ
ね
、
パ
パ
仕
事
も
あ

る
し
ね
。
じ
ゃ
あ
、
皆
さ
ん
ゆ
っ
く
り

楽
し
ん
で
」 

私
は
歯
を
食
い
し
ば
り
笑
顔
で
そ
う
言

う
と
、
足
を
ひ
き
ず
り
階
段
を
上
が
る
。

誰
が
正
月
に
仕
事
な
ん
か
す
る
も
ん
か
。

何
だ
彼
ら
の
あ
の
態
度
は･･･

。
マ
ス

オ
さ
ん
だ
っ
て
こ
こ
ま
で
淋
し
い
正
月

は
お
く
っ
て
な
い
ぞ
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神
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人
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。
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ぉ
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ぃ
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い
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演
歌
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い
い
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み
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２
０
０
５
年
元
旦
。  
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科
学
の
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た
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生
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た
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ま
し
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携
帯
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。
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テ
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。
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台
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し
ょ
う
。
人

と
人
と
が
向
き
合
っ
て
話
せ
ば
、
必
ず

解
っ
て
も
ら
え
ま
す
よ
。 

　
　
　
　
　
　
　
―
―
―
　
木
村
隆
治 

遠
賀
短
歌
会
詠
草 

遠
賀
俳
友
句
会
抄 

遠
賀
青
葉
句
会
抄 

シリウ
ス先生

の 

♪一人ぼっちが好きなのよォ～♪ 

●第10話 

携帯電話 

図書館 
Phone.(293)9090
●ホームページアドレス　http：//www.library.onga.fukuoka.jp

新 着 本 案 内  新 着 本 案 内  

ウッディ君からの 
お知らせ 

イ ベ ン ト 案 内  イ ベ ン ト 案 内  

絵本の読み聞かせ 
●と　き　１月15日、22日、29日、２月５日、12日 

　　　　　毎週土曜日　午後２時30分～ 

●ところ　お話の部屋 

　　　　　※読書ボランティアの皆さんがお話をします。 

　あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いし

ます。皆さんに気持ちよく利用してもらえる図書館にするため、

今年も職員一同がんばります！ 

人気本ベスト５ 

１位　グッドラック　　　　　アレックス・ロビラ　著 

２位　元　気　　　　　　　　五木 　寛之　著 

３位　司馬遼太郎アジアへの手紙　司馬 遼太郎　著 

４位　熱　情　　　　　　　　辻　    和子　著 

５位　夜回り先生　　　　　　水谷　 　修　著 

◆一般書 
『約束の地』 

志水　辰夫著 
　ただひとりの肉親だった祖父が
眼前で殺された。…やがて祖父と自
分の出自、そして祖父の死の意味を
知ることとなる。 
 
『樹の海』 

結城　五郎著 
　愛してはならぬ人を愛したがた
めに、茨の道を行く若き医師。医療
とは何か、医師は死を待つ人に何が
できるのか。 
 
『天国の五人』 

ミッチ・アルボム著 
小田島　則子訳 

　83歳のエディは一瞬の事故であ
っけなく死んだ。しかし、その死は
本当のおわりではなかった。彼を天
国で待っていた５人の人物とは？ 
 
『脱フリーター社会』 

橘木　俊詔著 
　若者の５人に１人がフリーター
の時代。周囲の人達はそして若者自
身は何をすべきか？様々な側面か
ら分析、大胆な政策提言を行なう。 
 
『無為の力』 

河合　隼雄、谷川　浩司著 
　物を忘れることで豊かになる、思
考を止めた時に名案が浮かぶ。「何
もしないこと」を提案、無為が力を
生むという考え方を紹介。　 
 
◆児童書 
『ぼくたちの生きる理由』 

今西　乃子著 
　「死」について考えることは「いの
ち」について考えること。ホスピス
病棟で医師と患者の交流を見つめ
たノンフィクション。　　　　　 
 
『まっくろけ』 

荒井　良二絵 
北村　　想作 

　ビンの中のスミだけは使っては
いけません、と言ってグウさんは旅
に出た。たっくんは最初は我慢して
たんだけどなあ…。 

      

　
10
年
ほ
ど
前
ま
で
、
脂
肪
肝
は
そ
れ

ほ
ど
深
刻
な
病
気
と
い
う
認
識
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
最
近
、
脂
肪

肝
か
ら
「
肝
炎
」「
肝
硬
変
」、
さ
ら
に

「
肝
が
ん
」
に
ま
で
進
行
す
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
あ
な
ど
れ
な
い
疾
患

な
の
で
早
期
に
治
療
を
行
な
い
、
進
行

を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

  

　
健
康
な
人
で
も
、
肝
臓
の
細
胞
に
は
、

あ
る
程
度
の
脂
肪
が
貯
蓄
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
脂
肪
の
量
が
増
え
す
ぎ
、
過

剰
に
な
っ
た
状
態
が
脂
肪
肝
で
す
。
　 

　
主
な
原
因
と
し
て 

①
食
べ
す
ぎ
…
食
べ
す
ぎ
で
糖
分
や
脂

肪
を
と
り
す
ぎ
る
と
、
肝
臓
に
送
ら
れ

る
脂
肪
酸
が
増
え
ま
す
。
肝
臓
で
は
、

脂
肪
酸
か
ら
中
性
脂
肪
を
つ
く
り
、
全

身
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

脂
肪
酸
の
量
が
多
す
ぎ
る
と
、
全
部
を

送
り
出
し
切
れ
ず
、
肝
臓
の
細
胞
に
中

性
脂
肪
が
た
ま
り
ま
す
。 

②
飲
み
す
ぎ
…
ア
ル
コ
ー
ル
は
肝
臓
で

分
解
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
量
が
多
す
ぎ

る
と
、
中
性
脂
肪
の
合
成
が
活
発
に
な

り
、
肝
臓
に
た
ま
り
ま
す
。 

③
ダ
イ
エ
ッ
ト
…
肝
臓
か
ら
全
身
に
中

性
脂
肪
を
送
り
出
す
と
き
に
は
、
た
ん

ぱ
く
質
が
必
要
で
す
。
と
こ
ろ
が
偏
っ 

      

た
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
で
た
ん
ぱ
く
質
が

不
足
す
る
と
、
中
性
脂
肪
を
全
身
に
送

り
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
肝
臓

に
中
性
脂
肪
が
た
ま
り
ま
す
。 

  
　
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
脂
肪
肝
に
は
、

自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
肥
満
で
あ

る
こ
と
、
血
液
検
査
で
肝
機
能
Ａ
Ｓ
Ｔ

（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）・
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ)

・
γ
ー

Ｇ
Ｔ
Ｐ
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
、
中

性
脂
肪
値
な
ど
の
値
が
高
い
場
合
に
は

脂
肪
肝
が
疑
わ
れ
ま
す
。 

　
脂
肪
肝
か
ど
う
か
は
、
血
液
検
査
だ

け
で
は
診
断
が
つ
き
ま
せ
ん
。
超
音
波

検
査
で
、
脂
肪
肝
特
有
の
状
態
が
見
ら

れ
る
と
、
脂
肪
肝
と
診
断
が
つ
き
ま
す
。 

  

①
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
食

　
べ
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

②
適
度
な
運
動
を
心
が
け
、
肥
満
を
予

　
防
し
ま
し
ょ
う
。 

③
お
酒
の
飲
み
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ

　
う
。 

④
定
期
的
に
健
康
診
断
を
１
年
に
１
回

　
は
受
け
ま
し
ょ
う
。
　 

  

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係 

脂
肪
肝
を
予
防
し
よ
う 

脂
肪
肝
の
原
因 

予
防
法 

自
覚
症
状 

し　みず　　　たつ　お 
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お
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お
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わ　  け 

い
け  
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ゆ
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と
し 

き
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は
ら
　
　 
き
よ 

ゆ
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あ
し
　
が
　
　
　
け
い 

こ 

な
が 

と
み
　
　 

え
い
　
こ 

わ
た 

な
べ
　
　 

　
　
み
つ
ぐ 

い
り 

く
ら  

ま
　 
り
　 
こ 

  

き  

な
り
　
　  

け
い  

こ 

い
し 

ば
し
　
　 

き
ょ
う
こ 

今年もたくさん本を読もうね！ 



電
飾
を
が
ん
じ
が
ら
め
に
付
け
ら
れ
て 

悲
鳴
の
ご
と
く
光
る
街
路
樹 

一
田
　
房
子 

一
病
を
持
つ
身
は
不
安
の
日
日
な
れ
ど 

客
と
の
会
話
は
心
な
ご
ま
す 

大
場
ト
シ
ミ 

街
な
か
の
空
地
を
埋
め
て
猫
じ
ゃ
ら
し 

競
え
る
ご
と
く
風
に
揺
れ
あ
う 

大
場
　
房
江 

  

池
田
　
幸
利
選
　 

肥
後
訛
ど
の
径
ゆ
く
も
大
枯
野 

芦
賀
　
恵
子 

鶏
頭
を
倒
し
て
秋
の
終
り
け
り 

永
冨
　
盈
子 

柔
道
着
奴
に
干
さ
れ
秋
日
濃
し 

渡
邊
　
　
貢  

 

岸
原
　
清
行
選
　 

小
春
日
や
船
の
行
く
手
に
昼
の
月 

入
倉
眞
理
子 

朝
刊
の
厚
き
手
触
り
星
冴
ゆ
る 

紀
成
　
慶
子 

病
室
の
一
枚
窓
や
冬
茜 

石
橋
　
京
子 

            

　
読
者
の
皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
!!!
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
今
年
は
ト
リ
年
、
昨
年
は
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
鳥
受
難
の
年
で
あ
っ
た

が
今
年
は
ど
ん
な
鳥
た
ち
も
元
気
に
羽

ば
た
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
。（
エ
ッ
？
！

そ
う
い
う
意
味
じ
ゃ
な
い
の
？
） 

　
さ
て
、
私
の
お
正
月
は
今
年
も
相
変

わ
ら
ず
で
あ
る
。
正
月
は
義
弟
一
家
が

や
っ
て
来
て
、
二
泊
三
日
す
る
の
が
恒

例
。
彼
の
二
人
の
子
ど
も
た
ち
は
９
歳

と
４
歳
だ
が
、
い
ま
だ
に
私
の
顔
を
見

る
と

”ガ
イ
ジ
ン
“
と
言
っ
て
半
ベ
ソ

で
逃
げ
る
。
私
が
二
階
の
自
分
の
部
屋

に
引
き
こ
も
る
と
、
彼
ら
は
急
に
元
気

に
な
り
、
ウ
チ
の
娘
た
ち
と
家
中
を
走

り
回
り
大
さ
わ
ぎ
が
始
ま
る
。
階
下
か

ら
は
、
子
ど
も
た
ち
の
活
気
、
義
母
の

ば
か
笑
い
（
い
や
、
大
笑
い
）
、
義
弟

た
ち
の
楽
し
そ
う
な
話
し
声
が
聞
こ
え

て
く
る
。
た
ま
に
下
に
降
り
る
と
、
彼

ら
は
急
に
静
か
に
な
る
。
空
気
を
察
知

す
る
の
が
得
意
な
長
女
は 

「
パ
パ
、
こ
こ
は
う
る
さ
い
わ
よ
。
パ

パ
は
う
る
さ
い
の
嫌
い
だ
も
の
ね
ぇ
。

さ
あ
、
二
階
に
あ
が
っ
て
、
あ
が
っ
て
」 

と
気
ま
ず
そ
う
に
私
の
背
中
を
押
す
の

で
あ
る
。 

「
ハ
ハ
ハ
そ
う
だ
ね
、
パ
パ
仕
事
も
あ

る
し
ね
。
じ
ゃ
あ
、
皆
さ
ん
ゆ
っ
く
り

楽
し
ん
で
」 

私
は
歯
を
食
い
し
ば
り
笑
顔
で
そ
う
言

う
と
、
足
を
ひ
き
ず
り
階
段
を
上
が
る
。

誰
が
正
月
に
仕
事
な
ん
か
す
る
も
ん
か
。

何
だ
彼
ら
の
あ
の
態
度
は･･･

。
マ
ス

オ
さ
ん
だ
っ
て
こ
こ
ま
で
淋
し
い
正
月

は
お
く
っ
て
な
い
ぞ
。 

　
神
社
や
教
会
に
行
く
つ
も
り
も
な
い
。

人
ご
み
の
中
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
イ
ヤ

だ
。
モ
チ
も
嫌
い
だ
し
、
ど
う
せ
階
下

の
残
り
物
を
彼
ら
が
外
出
し
た
後
、
お

こ
ぼ
れ
に
あ
ず
か
る
だ
け
だ
。
部
屋
の

模
様
替
え
で
も
し
て
時
間
つ
ぶ
そ
う
か

な
あ
。
い
や
、
そ
れ
も
悔
し
い
。
仕
方

な
い
。
音
楽
で
も
聴
き
な
が
ら
、
チ
ビ

リ
チ
ビ
リ
や
る
か
。 

ラ
ジ
オ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
。 

”
ひ
ー
と
り
ぼ
ぉ
っ
ち
が
好
き
ぃ
な
の

よ
ォ
♪
“ 

い
じ
け
た
心
に
し
み
た
。 

演
歌
は
い
い
な
あ
。
し
み
じ
み
思
う

２
０
０
５
年
元
旦
。  
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健
康
　  

辞
典 

ニ 

ミ 

短
歌 

　 

俳
句 

　
科
学
の
進
歩
と
と
も
に
、
私
た
ち
の

生
活
は
た
い
へ
ん
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

携
帯
電
話
の
普
及
は
そ
の
代
表
的
な
例

で
し
ょ
う
。
い
つ
、
ど
こ
で
も
話
し
た

い
相
手
と
話
が
で
き
る
。
忙
し
い
現
代

人
に
は
欠
か
せ
な
い
ア
イ
テ
ム
の
ひ
と

つ
で
し
ょ
う
。
初
め
は
通
話
を
す
る
だ

け
で
し
た
が
、
今
で
は
メ
ー
ル
や
テ
レ

ビ
、
カ
メ
ラ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
機
能

を
有
し
、
一
台
で
何
役
も
こ
な
し
て
い

る
優
れ
も
の
で
す
。
有
効
に
使
え
ば
大

変
役
に
立
ち
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
非

常
に
迷
惑
な
品
物
に
も
思
え
ま
す
。 

　
最
近
、
若
者
が
言
葉
を
失
い
つ
つ
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
電
車
の

中
で
も
、
町
を
歩
い
て
い
て
も
メ
ー
ル

で
会
話
し
て
い
る
人
を
よ
く
見
か
け
ま

す
。
じ
っ
と
携
帯
電
話
を
見
つ
め
何
分

も
同
じ
姿
勢
で
す
。
数
人
で
集
ま
っ
て

い
る
中
で
も
、
み
ん
な
が
何
も
話
さ
ず
、

携
帯
電
話
を
見
つ
め
て
い
る
。 

　
も
う
少
し
す
る
と
世
の
中
か
ら
言
葉

が
な
く
な
る
の
で
は
？
と
心
配
に
な
り

ま
す
。
言
葉
は
、
た
く
さ
ん
の
人
に
思

い
を
伝
え
る
最
大
の
人
間
の
道
具
だ
と

思
い
ま
す
。
恥
ず
か
し
が
ら
ず
、
自
分

の
思
い
を
言
葉
で
伝
え
ま
し
ょ
う
。
人

と
人
と
が
向
き
合
っ
て
話
せ
ば
、
必
ず

解
っ
て
も
ら
え
ま
す
よ
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●ところ　お話の部屋 

　　　　　※読書ボランティアの皆さんがお話をします。 

　あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いし

ます。皆さんに気持ちよく利用してもらえる図書館にするため、

今年も職員一同がんばります！ 
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志水　辰夫著 
　ただひとりの肉親だった祖父が
眼前で殺された。…やがて祖父と自
分の出自、そして祖父の死の意味を
知ることとなる。 
 
『樹の海』 

結城　五郎著 
　愛してはならぬ人を愛したがた
めに、茨の道を行く若き医師。医療
とは何か、医師は死を待つ人に何が
できるのか。 
 
『天国の五人』 

ミッチ・アルボム著 
小田島　則子訳 

　83歳のエディは一瞬の事故であ
っけなく死んだ。しかし、その死は
本当のおわりではなかった。彼を天
国で待っていた５人の人物とは？ 
 
『脱フリーター社会』 

橘木　俊詔著 
　若者の５人に１人がフリーター
の時代。周囲の人達はそして若者自
身は何をすべきか？様々な側面か
ら分析、大胆な政策提言を行なう。 
 
『無為の力』 

河合　隼雄、谷川　浩司著 
　物を忘れることで豊かになる、思
考を止めた時に名案が浮かぶ。「何
もしないこと」を提案、無為が力を
生むという考え方を紹介。　 
 
◆児童書 
『ぼくたちの生きる理由』 

今西　乃子著 
　「死」について考えることは「いの
ち」について考えること。ホスピス
病棟で医師と患者の交流を見つめ
たノンフィクション。　　　　　 
 
『まっくろけ』 

荒井　良二絵 
北村　　想作 

　ビンの中のスミだけは使っては
いけません、と言ってグウさんは旅
に出た。たっくんは最初は我慢して
たんだけどなあ…。 

      

　
10
年
ほ
ど
前
ま
で
、
脂
肪
肝
は
そ
れ

ほ
ど
深
刻
な
病
気
と
い
う
認
識
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
最
近
、
脂
肪

肝
か
ら
「
肝
炎
」「
肝
硬
変
」、
さ
ら
に

「
肝
が
ん
」
に
ま
で
進
行
す
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
あ
な
ど
れ
な
い
疾
患

な
の
で
早
期
に
治
療
を
行
な
い
、
進
行

を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

  

　
健
康
な
人
で
も
、
肝
臓
の
細
胞
に
は
、

あ
る
程
度
の
脂
肪
が
貯
蓄
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
脂
肪
の
量
が
増
え
す
ぎ
、
過

剰
に
な
っ
た
状
態
が
脂
肪
肝
で
す
。
　 

　
主
な
原
因
と
し
て 

①
食
べ
す
ぎ
…
食
べ
す
ぎ
で
糖
分
や
脂

肪
を
と
り
す
ぎ
る
と
、
肝
臓
に
送
ら
れ

る
脂
肪
酸
が
増
え
ま
す
。
肝
臓
で
は
、

脂
肪
酸
か
ら
中
性
脂
肪
を
つ
く
り
、
全

身
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

脂
肪
酸
の
量
が
多
す
ぎ
る
と
、
全
部
を

送
り
出
し
切
れ
ず
、
肝
臓
の
細
胞
に
中

性
脂
肪
が
た
ま
り
ま
す
。 

②
飲
み
す
ぎ
…
ア
ル
コ
ー
ル
は
肝
臓
で

分
解
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
量
が
多
す
ぎ

る
と
、
中
性
脂
肪
の
合
成
が
活
発
に
な

り
、
肝
臓
に
た
ま
り
ま
す
。 

③
ダ
イ
エ
ッ
ト
…
肝
臓
か
ら
全
身
に
中

性
脂
肪
を
送
り
出
す
と
き
に
は
、
た
ん

ぱ
く
質
が
必
要
で
す
。
と
こ
ろ
が
偏
っ 

      

た
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
で
た
ん
ぱ
く
質
が

不
足
す
る
と
、
中
性
脂
肪
を
全
身
に
送

り
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
肝
臓

に
中
性
脂
肪
が
た
ま
り
ま
す
。 

  

　
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
脂
肪
肝
に
は
、

自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
肥
満
で
あ

る
こ
と
、
血
液
検
査
で
肝
機
能
Ａ
Ｓ
Ｔ

（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）・
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｐ
Ｔ)

・
γ
ー

Ｇ
Ｔ
Ｐ
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
、
中

性
脂
肪
値
な
ど
の
値
が
高
い
場
合
に
は

脂
肪
肝
が
疑
わ
れ
ま
す
。 

　
脂
肪
肝
か
ど
う
か
は
、
血
液
検
査
だ

け
で
は
診
断
が
つ
き
ま
せ
ん
。
超
音
波

検
査
で
、
脂
肪
肝
特
有
の
状
態
が
見
ら

れ
る
と
、
脂
肪
肝
と
診
断
が
つ
き
ま
す
。 

  

①
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
食

　
べ
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

②
適
度
な
運
動
を
心
が
け
、
肥
満
を
予

　
防
し
ま
し
ょ
う
。 

③
お
酒
の
飲
み
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ

　
う
。 

④
定
期
的
に
健
康
診
断
を
１
年
に
１
回

　
は
受
け
ま
し
ょ
う
。
　 

  

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係 

脂
肪
肝
を
予
防
し
よ
う 

脂
肪
肝
の
原
因 

予
防
法 

自
覚
症
状 

し　みず　　　たつ　お 

い
ち
　
だ
　
　  

ふ
さ
　
こ 

お
お  

ば 

い
ち
び
ょ
う 

み
ち 

お
お  

ば
　
　
　
ふ
さ
　
え 

ゆう　き　　　　ご　ろう 

き 

お　  だ　じま　　　のり　こ 

たちばなき　　   とし あき 

たに がわ　　　こう　 じ か  わ  い　　　はや　お 

いま にし　　　のり　こ 

あら　い　　　りょう じ 

きた  むら　　　　　 そう 

わ　  け 

い
け  

だ
　
　
　
ゆ
き 

と
し 

き
し 

は
ら
　
　 

き
よ 

ゆ
き 

あ
し
　
が
　
　
　
け
い 

こ 

な
が 

と
み
　
　 

え
い
　
こ 

わ
た 

な
べ
　
　 

　
　
み
つ
ぐ 

い
り 

く
ら  

ま
　 

り
　 

こ 

  

き  

な
り
　
　  

け
い  

こ 

い
し 

ば
し
　
　 

き
ょ
う
こ 

今年もたくさん本を読もうね！ 
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遠
賀
町
下
水
道 

  

排
水
設
備
指
定
工
事
店 

    

登
録
申
請
受
付
の
お
知
ら
せ 

文
部
科
学
省
委
託 

 

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事
業 

  

日
本
の
文
化 

お
茶
の
作
法
体
験 

 

み
に
来
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ん
ざ
い
も
あ
り

ま
す
。 

●
と
き
　
１
月
16
日
（
日
） 

　
　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
１
時 

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館 

●
対
象 

　
年
長
園
児
〜
小
学
生
（
保
護
者
も
可
） 

●
費
用
　
無
料 

●
問
い
合
わ
せ 

　
仲
野
さ
ん 

 

　
（
２
９
３
）
０
０
１
１ 

    

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
」

を
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん

か
。 

●
と
き 

　
１
月
24
日
（
月
）
か
ら
毎
週
月
曜
日 

　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分 

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
体
育
セ
ン
タ
ー 

●
対
象 

　
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

　
よ
う
な
動
き
が
で
き
る
人 

●
内
容 

　
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

　
基
本
動
作
、
ゲ
ー
ム 

●
費
用 

　
１
回
に
つ
き
１
０
０
円
（
障
害
保
険

　
に
つ
い
て
は
別
途
協
議
） 

●
持
っ
て
く
る
も
の 

　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
と
運
動
に
適
し
た

　
服
装 

●
申
し
込
み 

　
直
接
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ 

　
遠
賀
町
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会 

　
田
中
さ
ん 

　
　
０
９
３
（
２
４
４
）
１
８
６
９ 

    

●
試
験
日 

 

▽
一
次
募
集
　
１
月

20
日
（
木
） 

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜 

 

▽
二
次
募
集
　
２
月

12
日
（
土
） 

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜 

●
試
験
会
場 

　
遠
賀
中
間
医
師
会
看
護
高
等
専
修
学
校

　（
水
巻
町
下
二
西
） 

●
募
集
対
象 

　
中
学
校
卒
業
以
上
の
人
、
ま
た
は
卒

　
業
見
込
み
の
人
お
よ
び
そ
れ
以
上
の

　
学
力
を
有
す
る
人 

●
募
集
定
員
　
40
人 

●
修
業
年
数
　
２
年 

●
願
書
締
め
切
り 

 

▽
一
次
募
集
　
１
月

18
日
（
火
） 

 

▽
二
次
募
集
　
２
月
９
日
（
水
） 

●
問
い
合
わ
せ 

　
遠
賀
中
間
医
師
会
看
護
高
等
専
修
学
校 

 

　
０
９
３
（
２
０
１
）
３
４
６
３ 

    

●
と
き 

　
２
月
17
日
（
木
）・
18
日
（
金
） 

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部 

●
対
象
　
防
火
管
理
を
必
要
と
す
る
事

　
業
所
か
ま
た
は
業
務
上
防
火
管
理
の

　
知
識
が
必
要
な
人 

●
定
員
　
50
人
（
先
着
順
） 

●
申
し
込
み
期
間 

　
１
月
11
日
（
火
）
〜
２
月
10
日
（
木
） 

●
申
し
込
み 

 

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課 

 

　
（
２
９
３
）
８
１
２
５ 

              

　
ぐ
ん
ぐ
ん
大
き
く
な
る
お
子
さ
ん
の

た
め
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
み

ん
な
で
作
り
ま
し
ょ
う
！ 

●
と
き 

　
１
月
28
日
（
金
） 

　﹇
受
付
﹈
午
前
９
時
30
分
〜
10
時 

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館 

●
対
象 

　
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

　
と
お
母
さ
ん 

●
定
員
　
10
組
（
先
着
順
） 

●
内
容 

　
ク
ッ
キ
ン
グ
（
栄
養
士
と
一
緒
に
お

　
母
さ
ん
の
昼
食
と
幼
児
食
の
調
理
実

　
習
） 

●
持
っ
て
く
る
も
の 

　
マ
マ
の
エ
プ
ロ
ン
、
お
子
さ
ん
の
ス

　
プ
ー
ン
、
フ
ォ
ー
ク
、
は
し
、
お
し

　
ぼ
り 

●
費
用
　
１
０
０
円 

●
そ
の
他
　
当
日
は
託
児
が
あ
り
ま
す 

●
申
し
込
み 

　
１
月
17
日
（
月
）
ま
で
に
電
話
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い 

●
問
い
合
わ
せ
　
民
生
児
童
係 

    

●
と
き 

　
１
月
18
日
（
火
） 

　﹇
受
付
﹈午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分 

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館 

●
対
象
　
生
後
２
か
月
〜
１
歳
未
満
児 

●
内
容 

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
身
体
測
定
、

　
保
健
師
に
よ
る
育
児
相
談 

●
持
っ
て
く
る
も
の 

　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル 

●
費
用
　
無
料 

●
問
い
合
わ
せ
　
民
生
児
童
係 

    
　
保
育
士
さ
ん
と
一
緒
に
み
ん
な
で
の

び
の
び
遊
ん
だ
り
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
予
約
制

で
言
葉
や
心
の
成
長
に
つ
い
て
の
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。 

●
と
き 

　
１
月
26
日
（
水
） 

　﹇
受
付
﹈
午
前
９
時
30
分
〜
10
時 

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館 

●
対
象
　
満
１
歳
〜
就
学
前
の
幼
児 

●
内
容 

　
保
育
士
に
よ
る
お
遊
び
・
臨
床
心
理

　
士
に
よ
る
言
葉
や
こ
こ
ろ
の
発
達
相

　
談
（
要
予
約
） 

●
費
用
　
無
料 

●
問
い
合
わ
せ
　
民
生
児
童
係 

    

　
弱
っ
た
乳
歯
を
早
め
に
見
つ
け
て
、

歯
み
が
き
や
お
や
つ
の
工
夫
な
ど
で
、

元
気
な
乳
歯
を
と
り
も
ど
し
ま
し
ょ
う
。 

●
と
き 

　
１
月
25
日
（
火
） 

　﹇
受
付
﹈
午
後
１
時
〜
１
時
10
分 

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館 

●
対
象 

　
平
成
14
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

　
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児 

●
内
容 

　
歯
科
集
団
指
導
、
歯
科
健
診
、
フ
ッ

　
素
塗
布
（
希
望
者
）、
育
児
相
談
（
希

　
望
者
） 

●
持
っ
て
く
る
も
の 

　
母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ
ル
、
（
フ
ッ

　
素
塗
布
が
２
回
目
以
降
の
人
は
歯
ブ

ラ
シ
） 

●
費
用
　
無
料 

●
問
い
合
わ
せ
　
民
生
児
童
係 

    

　
遠
賀
町
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事

店
登
録
申
請
の
受
付
を
行
な
い
ま
す
。 

●
申
請
書
の
配
布 

　
１
月
31
日
（
月
）
か
ら
下
水
道
課
窓

　
口
に
て 

●
登
録
申
請
受
付
期
間 

　
２
月
７
日
（
月
）
〜
２
月
18
日
（
金
） 

 

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
（
土
日

　
祝
日
は
除
く
） 

●
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課 

    

　
遠
賀
町
の
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
（
第
６

団
）
で
は
、
新
年
に
毎
年
初
釜
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
お
抹
茶
を
飲 

役場　　293-1234

Living 
Information

◇中央公民館 
　アートフラワー、佛画 
 　１月28日まで 
◇ふれあいの里 
　洋　裁 
 　１月31日まで 

展示ロビーだより 展示ロビーだより 

　平成17年2月1日現在で、全国

一斉に“農林業の国勢調査”とい

われる「2005年農林業センサス」

が実施されます。 

 この調査は、今後の農林業の政

策に役立てるために５年ごとに実

施される極めて大切な調査です。 

 １月中旬から農林業を営んでい

る皆さんのところに調査員が伺い、

調査票に農林業の経営状況などの

記入をしていただきますので、ご

協力をお願いします。 

●問い合わせ　企画調整係 

２
歳
児
歯
科
相
談 

　
　
　
　  

（
フ
ッ
素
塗
布
） 

甲
種
防
火
管
理
者 

　
　
　  

資
格
取
得
講
習
会 

す
く
す
く
ひ
ろ
ば 

の
び
の
び
（
幼
児
）
相
談 

准
看
護
師
学
生
募
集 

藤井輝明講演会 

2005年 
農林業センサスに 
ご協力ください 

2005年 
農林業センサスに 
ご協力ください 

の
び
の
び
ひ
ろ
ば 

  

〜
の
び
の
び
ク
ッ
キ
ン
グ
〜 

ス
ポ
ー
ツ 

　
　
　 

健
康
づ
く
り
教
室 

―ちがいを認め合い、 

心豊かな人間社会をめざして― 

●と　き 
 ▽ツベルクリン反応検査　１月19日（水） 
 ▽ＢＣＧ予防接種　　　　１月21日（金） 
 　［受付］午後１時10分～１時30分 
●ところ　遠賀町中央公民館 
●対　象　３か月～４歳未満児 
●持ってくるもの 
　母子健康手帳、予防接種予診票（会場にも用意
　しています） 
●費　用　無料 
●問い合わせ　民生児童係 

＜次の場合は受けられません＞ 
 ①熱がある（37.5度以上） 
 ②重症疾患にかかっている（急性の病気で服薬
　　中の人） 
 ③ウイルス性疾患（麻疹・風疹・水ぼうそうな
　　ど）にかかっているか、またはかかった人と
　　接触して４週間たっていない 
 ④生ワクチン（ポリオ・麻疹・風疹）の予防接
　　種から４週間たっていない 
 ⑤三種混合・日本脳炎などの予防接種から１週
　　間たっていない 
 ⑥下痢をしている 
 ※病気で治療中の人は、判定・接種の日までに
　　主治医と相談してください。 

ツベルクリン反応検査と 
ＢＣＧ予防接種 

●
と
　
き 

　
２
月
２
日
（
水
）
〜
３
月
９
日
（
水
） 

　
午
後
１
時
〜
４
時
（
毎
週
水
曜
日 

　
全
６
回
） 

●
と
こ
ろ 

　
ふ
れ
あ
い
の
里
め
ん
工
房 

●
費
　
用
　
４
、０
０
０
円 

●
定
　
員 

　
10
人
（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽

　
選
） 

●
申
し
込
み 

　
１
月
25
日
（
火
）
ま
で
に
中
央
公

　
民
館
事
務
室
に
申
し
込
ん
で
く
だ

　
さ
い 

●
問
い
合
わ
せ 

　
中
央
公
民
館
事
務
室 

 

　
（
２
９
３
）
１
３
５
５ 

そ
ば
打
ち
受
講
生
募
集 

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級 

　２歳の時から「海綿状血管腫」

という病名で理不尽な差別に

あいながらも周囲の励ましの

中で人生を切り拓いてきた藤

井輝明さん（熊本大学医学部

教授）による「子育て」「人権」

についての講演会です。 

●と　き　１月30日（日）午後１時30分～ 

●ところ　遠賀町中央公民館 

●費　用　無料 

●その他 

　託児あります（要予約）（６ヶ月～未就学児） 

●主　催　遠賀町子育て応援団「どし」 

●問い合わせ・託児申し込み先 

　社会教育係　　（２９３）１２３４ 
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遠
賀
町
下
水
道 

  

排
水
設
備
指
定
工
事
店 

    

登
録
申
請
受
付
の
お
知
ら
せ 

文
部
科
学
省
委
託 

 

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事
業 

  

日
本
の
文
化 

お
茶
の
作
法
体
験 

 

み
に
来
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ん
ざ
い
も
あ
り

ま
す
。 

●
と
き
　
１
月
16
日
（
日
） 

　
　
　
　
午
前
11
時
〜
午
後
１
時 

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館 

●
対
象 

　
年
長
園
児
〜
小
学
生
（
保
護
者
も
可
） 

●
費
用
　
無
料 

●
問
い
合
わ
せ 

　
仲
野
さ
ん 

 

　
（
２
９
３
）
０
０
１
１ 

    

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
」

を
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん

か
。 

●
と
き 

　
１
月
24
日
（
月
）
か
ら
毎
週
月
曜
日 

　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分 

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
体
育
セ
ン
タ
ー 

●
対
象 

　
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

　
よ
う
な
動
き
が
で
き
る
人 

●
内
容 

　
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

　
基
本
動
作
、
ゲ
ー
ム 

●
費
用 

　
１
回
に
つ
き
１
０
０
円
（
障
害
保
険

　
に
つ
い
て
は
別
途
協
議
） 

●
持
っ
て
く
る
も
の 

　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
と
運
動
に
適
し
た

　
服
装 

●
申
し
込
み 

　
直
接
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ 

　
遠
賀
町
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会 

　
田
中
さ
ん 

　
　
０
９
３
（
２
４
４
）
１
８
６
９ 

    

●
試
験
日 

 

▽
一
次
募
集
　
１
月

20
日
（
木
） 

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜 

 

▽
二
次
募
集
　
２
月

12
日
（
土
） 

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜 

●
試
験
会
場 

　
遠
賀
中
間
医
師
会
看
護
高
等
専
修
学
校

　（
水
巻
町
下
二
西
） 

●
募
集
対
象 

　
中
学
校
卒
業
以
上
の
人
、
ま
た
は
卒

　
業
見
込
み
の
人
お
よ
び
そ
れ
以
上
の

　
学
力
を
有
す
る
人 

●
募
集
定
員
　
40
人 

●
修
業
年
数
　
２
年 

●
願
書
締
め
切
り 

 

▽
一
次
募
集
　
１
月

18
日
（
火
） 

 

▽
二
次
募
集
　
２
月
９
日
（
水
） 

●
問
い
合
わ
せ 

　
遠
賀
中
間
医
師
会
看
護
高
等
専
修
学
校 

 

　
０
９
３
（
２
０
１
）
３
４
６
３ 

    

●
と
き 

　
２
月
17
日
（
木
）・
18
日
（
金
） 

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部 

●
対
象
　
防
火
管
理
を
必
要
と
す
る
事

　
業
所
か
ま
た
は
業
務
上
防
火
管
理
の

　
知
識
が
必
要
な
人 

●
定
員
　
50
人
（
先
着
順
） 

●
申
し
込
み
期
間 

　
１
月
11
日
（
火
）
〜
２
月
10
日
（
木
） 

●
申
し
込
み 

 

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課 

 

　
（
２
９
３
）
８
１
２
５ 

              

　
ぐ
ん
ぐ
ん
大
き
く
な
る
お
子
さ
ん
の

た
め
に
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
み

ん
な
で
作
り
ま
し
ょ
う
！ 

●
と
き 

　
１
月
28
日
（
金
） 

　﹇
受
付
﹈
午
前
９
時
30
分
〜
10
時 

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館 

●
対
象 

　
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

　
と
お
母
さ
ん 

●
定
員
　
10
組
（
先
着
順
） 

●
内
容 

　
ク
ッ
キ
ン
グ
（
栄
養
士
と
一
緒
に
お

　
母
さ
ん
の
昼
食
と
幼
児
食
の
調
理
実

　
習
） 

●
持
っ
て
く
る
も
の 

　
マ
マ
の
エ
プ
ロ
ン
、
お
子
さ
ん
の
ス

　
プ
ー
ン
、
フ
ォ
ー
ク
、
は
し
、
お
し

　
ぼ
り 

●
費
用
　
１
０
０
円 

●
そ
の
他
　
当
日
は
託
児
が
あ
り
ま
す 

●
申
し
込
み 

　
１
月
17
日
（
月
）
ま
で
に
電
話
で
お

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い 

●
問
い
合
わ
せ
　
民
生
児
童
係 

    

●
と
き 

　
１
月
18
日
（
火
） 

　﹇
受
付
﹈午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分 

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館 

●
対
象
　
生
後
２
か
月
〜
１
歳
未
満
児 

●
内
容 

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
身
体
測
定
、

　
保
健
師
に
よ
る
育
児
相
談 

●
持
っ
て
く
る
も
の 

　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル 

●
費
用
　
無
料 

●
問
い
合
わ
せ
　
民
生
児
童
係 

    

　
保
育
士
さ
ん
と
一
緒
に
み
ん
な
で
の

び
の
び
遊
ん
だ
り
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
予
約
制

で
言
葉
や
心
の
成
長
に
つ
い
て
の
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。 

●
と
き 

　
１
月
26
日
（
水
） 

　﹇
受
付
﹈
午
前
９
時
30
分
〜
10
時 

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館 

●
対
象
　
満
１
歳
〜
就
学
前
の
幼
児 

●
内
容 

　
保
育
士
に
よ
る
お
遊
び
・
臨
床
心
理

　
士
に
よ
る
言
葉
や
こ
こ
ろ
の
発
達
相

　
談
（
要
予
約
） 

●
費
用
　
無
料 

●
問
い
合
わ
せ
　
民
生
児
童
係 

    

　
弱
っ
た
乳
歯
を
早
め
に
見
つ
け
て
、

歯
み
が
き
や
お
や
つ
の
工
夫
な
ど
で
、

元
気
な
乳
歯
を
と
り
も
ど
し
ま
し
ょ
う
。 

●
と
き 

　
１
月
25
日
（
火
） 

　﹇
受
付
﹈
午
後
１
時
〜
１
時
10
分 

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館 

●
対
象 

　
平
成
14
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

　
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児 

●
内
容 

　
歯
科
集
団
指
導
、
歯
科
健
診
、
フ
ッ

　
素
塗
布
（
希
望
者
）、
育
児
相
談
（
希

　
望
者
） 

●
持
っ
て
く
る
も
の 

　
母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ
ル
、
（
フ
ッ

　
素
塗
布
が
２
回
目
以
降
の
人
は
歯
ブ

ラ
シ
） 

●
費
用
　
無
料 

●
問
い
合
わ
せ
　
民
生
児
童
係 

    

　
遠
賀
町
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事

店
登
録
申
請
の
受
付
を
行
な
い
ま
す
。 

●
申
請
書
の
配
布 

　
１
月
31
日
（
月
）
か
ら
下
水
道
課
窓

　
口
に
て 

●
登
録
申
請
受
付
期
間 

　
２
月
７
日
（
月
）
〜
２
月
18
日
（
金
） 

 

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
（
土
日

　
祝
日
は
除
く
） 

●
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課 

    

　
遠
賀
町
の
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
（
第
６

団
）
で
は
、
新
年
に
毎
年
初
釜
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
お
抹
茶
を
飲 

役場　　293-1234

Living 
Information

◇中央公民館 
　アートフラワー、佛画 
 　１月28日まで 
◇ふれあいの里 
　洋　裁 
 　１月31日まで 

展示ロビーだより 展示ロビーだより 

　平成17年2月1日現在で、全国

一斉に“農林業の国勢調査”とい

われる「2005年農林業センサス」

が実施されます。 

 この調査は、今後の農林業の政

策に役立てるために５年ごとに実

施される極めて大切な調査です。 

 １月中旬から農林業を営んでい

る皆さんのところに調査員が伺い、

調査票に農林業の経営状況などの

記入をしていただきますので、ご

協力をお願いします。 

●問い合わせ　企画調整係 

２
歳
児
歯
科
相
談 

　
　
　
　  

（
フ
ッ
素
塗
布
） 

甲
種
防
火
管
理
者 

　
　
　  

資
格
取
得
講
習
会 

す
く
す
く
ひ
ろ
ば 

の
び
の
び
（
幼
児
）
相
談 

准
看
護
師
学
生
募
集 

藤井輝明講演会 

2005年 
農林業センサスに 
ご協力ください 

2005年 
農林業センサスに 
ご協力ください 

の
び
の
び
ひ
ろ
ば 

  

〜
の
び
の
び
ク
ッ
キ
ン
グ
〜 

ス
ポ
ー
ツ 

　
　
　 

健
康
づ
く
り
教
室 

―ちがいを認め合い、 

心豊かな人間社会をめざして― 

●と　き 
 ▽ツベルクリン反応検査　１月19日（水） 
 ▽ＢＣＧ予防接種　　　　１月21日（金） 
 　［受付］午後１時10分～１時30分 
●ところ　遠賀町中央公民館 
●対　象　３か月～４歳未満児 
●持ってくるもの 
　母子健康手帳、予防接種予診票（会場にも用意
　しています） 
●費　用　無料 
●問い合わせ　民生児童係 

＜次の場合は受けられません＞ 
 ①熱がある（37.5度以上） 
 ②重症疾患にかかっている（急性の病気で服薬
　　中の人） 
 ③ウイルス性疾患（麻疹・風疹・水ぼうそうな
　　ど）にかかっているか、またはかかった人と
　　接触して４週間たっていない 
 ④生ワクチン（ポリオ・麻疹・風疹）の予防接
　　種から４週間たっていない 
 ⑤三種混合・日本脳炎などの予防接種から１週
　　間たっていない 
 ⑥下痢をしている 
 ※病気で治療中の人は、判定・接種の日までに
　　主治医と相談してください。 

ツベルクリン反応検査と 
ＢＣＧ予防接種 

●
と
　
き 

　
２
月
２
日
（
水
）
〜
３
月
９
日
（
水
） 

　
午
後
１
時
〜
４
時
（
毎
週
水
曜
日 

　
全
６
回
） 

●
と
こ
ろ 

　
ふ
れ
あ
い
の
里
め
ん
工
房 

●
費
　
用
　
４
、０
０
０
円 

●
定
　
員 

　
10
人
（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽

　
選
） 

●
申
し
込
み 

　
１
月
25
日
（
火
）
ま
で
に
中
央
公

　
民
館
事
務
室
に
申
し
込
ん
で
く
だ

　
さ
い 

●
問
い
合
わ
せ 

　
中
央
公
民
館
事
務
室 

 

　
（
２
９
３
）
１
３
５
５ 

そ
ば
打
ち
受
講
生
募
集 

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
学
級 

　２歳の時から「海綿状血管腫」

という病名で理不尽な差別に

あいながらも周囲の励ましの

中で人生を切り拓いてきた藤

井輝明さん（熊本大学医学部

教授）による「子育て」「人権」

についての講演会です。 

●と　き　１月30日（日）午後１時30分～ 

●ところ　遠賀町中央公民館 

●費　用　無料 

●その他 

　託児あります（要予約）（６ヶ月～未就学児） 

●主　催　遠賀町子育て応援団「どし」 

●問い合わせ・託児申し込み先 

　社会教育係　　（２９３）１２３４ 
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火災、救急件数 

平成16年11月分 

遠賀郡消防本部 

遠賀町　　　 ０ 
郡　内　　　 ０ 

遠賀町　　　40 
郡　内　　  271

火　　災 

救急出動 

火 災 案 内 

編 

後 

記 

集 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
取
材
で
お
世
話
に

な
っ
た
皆
さ
ん
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
「
広
報
お
ん

が
」
を
ご
愛
読
し
て
い
た
だ
い
た
住

民
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

早
い
も
の
で
、
広
報
担
当
に
な
り

９
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
初
め
は
、

写
真
を
撮
っ
て
も
ピ
ン
ボ
ケ
ば
か
り

で
”紙
面
に
使
え
る
も
の
が
な
い
！
“と

青
ざ
め
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
記
事

を
書
い
て
も
ダ
ラ
ダ
ラ
と
長
く
な
り
、

要
点
を
得
て
い
な
い･･･

。
”
才
能
な

い
な
ー
“
と
思
い
悩
ん
だ
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
周
囲
の

人
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
ご
愛
読
し
て
い

た
だ
い
た
人
の
励
ま
し
の
言
葉
が
す

ご
く
力
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
、
少
し
ず
つ
で
す
が
成

長
し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
人
と
人

と
の
”
ふ
れ
あ
い
“
っ
て
本
当
に
大
切

な
ん
で
す
ね
。 

 

今
年
も
『
楽
し
く
見
や
す
い
広
報

紙
』
を
目
指
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
と
の
”
ふ
れ
あ
い
“
を
大
事
に
し

な
が
ら
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

も
し
取
材
先
で
見
か
け
る
こ
と
が
あ

っ
た
ら
、
ど
う
ぞ
最
高
の
笑
顔
を
お

願
い
し
ま
す
。
最
高
の
シ
ョ
ッ
ト
で

お
応
え
し
ま
す
。
　
　
　
　
（
け
ん
） 

　ふれあいの里で12月５日に健康・福祉まつりが開催されました。ふれあい

の里内に設けられたイベント会場では沖縄エイサーやアフリカンミュージッ

ク、猿まわしなどが行なわれ、大勢の観客を楽しませていました。また、大

広間では歌や踊り、劇などのアトラクション、その他の部屋でもおもちゃ病

院、健康診断などいろいろな催しがありました。 

 健康・福祉まつりは、人権週間と障害者週間に合わせて開かれ、楽しさと

一緒に健康や福祉の大切さを教えてくれます。 

平
成
十
七
年

平
成
十
七
年 

平
成
十
七
年

平
成
十
七
年 

平
成
十
七
年 

健康・福祉まつり 
遠賀町のホームページアドレス遠賀町のホームページアドレスhttp://www.town.onga.fukuoka.jphttp://www.town.onga.fukuoka.jp遠賀町のホームページアドレスhttp://www.town.onga.fukuoka.jp

平
成
15
年
12
月
20
日
生
 

井
上
結
莉
子
 

 

い
の 

う
え
　
ゆ
　  

り
　  

こ 

ち
ゃ
ん 

（
今
古
賀
）
 １歳の誕生日おめでとう！ 

いつも笑顔を忘れないでネ！ 
パパより…君を一生放さない！ 

平
成
14
年
１
月
13
日
生
 

井
上
　
息
吹
 

 

い
の 

う
え
　
　 

い
ぶ 

き 

ち
ゃ
ん 

（
今
古
賀
）
 ３歳の誕生日おめでとう！ 

明るく、元気に妹思いのお
兄ちゃんになって下さいネ！ 

平
成
16
年
１
月
21
日
生 

杉
山
　
優
芽
 

す
ぎ
や
ま
　
　 

ゆ 
 

め 

ち
ゃ
ん 

（
田
園
南
）
 いつまでも、元気いっぱい、

笑顔いっぱいのゆめでいて
ね。 

平
成
14
年
１
月
６
日
生 

大
森
　
悠
矢
 

お
お
も
り
　
　
ゆ
う 

や 

ち
ゃ
ん 

（
鬼
津
）
 ゆう君、お誕生日おめでと

う！これからも明るく、元
気に育ってね。 

Happy Birthday おたんじょうびおめでとう 

●と　き　２月26日（土）［開場］午後１時～ 

　　　　　　　　　　　　［開演］午後２時～４時 

●ところ　なかまハーモニーホール 

●出　演　大庭照子さん（ＮＰＯ日本国際童謡館館長）

　　　　　ほか 

●内　容　童謡と絵本（ブラックパネルシアター）の読

　　　　　み聞かせコンサート 

●費　用　無料 

●申し込み方法　往復はがきに住所、氏名、電話番号を

　記入して、事務局まで申し込みください。１枚で２人

　申し込めます。（応募者多数の場合は抽選） 

●締め切り　１月25日（火）※当日消印有効 

●申し込み・問い合わせ 

 〒８０９－０００３ 中間市上底井野1652 

 大庭照子童謡コンサート事務局 

 　０９３（２４４）５５２６ 

水
道
管
に
も 

冬
支
度 

～童謡と絵本世界で楽しいひと時を～ 

　　　潟県中越地震で苦しんでいる人たちに何か手助けで
きることはないか･･･。浅木小学校の児童たちが、少しで
も地震で被災した人たちを元気づけられたらと、児童会で
話し合い、募金活動と励ましのお手紙活動を行ないました。 
　児童会で集められた募金と励ましの言葉が綴られたお手
紙は、12月７日児童会の代表者が役場を訪れ、町長に手
渡しました。あずかった募金とお手紙は、日本赤十字社を
通じ新潟県に届けてもらいます。子どもたちの温かい気持
ちは被災された人たちにきっと届くことでしょう。 

新 

心のこもった贈りもの 
　　　　　　 浅木小学校が新潟県中越地震募金活動 

　
ご
家
庭
に
あ
る
露
出
し

た
水
道
管
や
浅
い
所
に
埋

め
て
あ
る
水
道
管
、
太
陽

熱
温
水
器
な
ど
は
、
冬
の
寒
さ
で
凍
結
し

て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
ひ
ど
い
と
き

に
は
破
損
し
た
り
し
ま
す
。 

　
水
道
管
は
市
販
の
保
温
チ
ュ
ー
ブ
や
布

な
ど
で
保
護
を
し
て
凍
結
し
な
い
よ
う
に
し
、

太
陽
熱
温
水
器
は
事
前
に
水
を
抜
く
な
ど
、

早
め
に
冬
支
度
を
し
ま
し
ょ
う
。 

●
問
い
合
わ
せ 

　
中
間
市
水
道
局
遠
賀
営
業
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福岡県青少年アンビシャス運動支援の会助成事業 

大庭照子夢と心育てる 
　　　  コンサートinなかま 

■お詫びと訂正■ 
　広報おんが12月25日号に掲載の記事に誤りがありました。お詫び
して訂正します。 
 ■P.５　都市計画の変更案の縦覧 
 　誤　●とき　平成17年１月７日（金）～１月21日（金） 
 　正　●とき　平成17年１月12日（水）～１月26日（水） 

１月10日は 「110番の日」 
緊急時　あわてず　あせらず １１０番 

ご相談　ご要望　　　　 ＃９１１０番 


